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A．研究目的
九州地方においても全国における状況と同様、新

規のHIV感染者数は減少傾向にあるが、エイズ発
症例は減少しておらず、いきなりエイズ率が高い状
況が続いている。HIV感染予防および早期発見の
ためにHIVスクリーニング検査やPrEP（見守りを
含む）を担ってくれる医療機関の確保が必要とな
る。また長期療養及び高齢化に伴い合併症をもつ患
者の割合が増加している。そのためHIV診療に携
わる医療者の確保は.重要な課題である。HIV感染
症が慢性疾患となった現在、一般専門医療機関や介
護などの施設も含めたPLWHに対する慢性期医療
体制の構築,地域における医療連携の必要性が一層
強まっている。

本研究は九州地方におけるHIV診療の問題点の
把握および課題解決に向けたHIV診療体制の構築・
医療向上を目的とする。

B．研究方法
1．HIV診療に従事する人員の確保・専門知識の普及

HIV感染症における最新情報や知見の共有のた
めの基礎研修を拠点病院のHIV診療担当者を中心
にオンラインで行った。2024年以降、基礎研修を
修了した看護師対象に応用コースの研修を実地にて
行った。また歯科医師研修を実地にて行った。

ブロック内のHIV診療技術の向上および最新情
報の共有のため、各拠点病院のHIV診療従事者お
よび各県の行政担当者を対象に九州ブロックエイズ
拠点病院研修会を行った。また、各県の中核拠点病
院および行政担当者を対象に職種ごとに集まり、エ
イズ診療ネットワーク会議を行った。

2．地域医療連携
（1）�地域連携のための研修： 受け入れ施設の職員

を対象とした出前研修を行った。
（2）�病院・施設訪問：長期療養に伴う二次病院,療

養施設,介護施設などにおける患者受け入れ促
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県の中核拠点病院および行政担当者を対象に職種ごとに集まってエイズ診療ネット

ワーク会議を行い、情報共有および地域ごとの課題について検討をおこなった。

HIV/AIDSを取り巻く医療体制の問題は、地域社会全体の課題として、行政・保健所と

拠点病院や関係機関が連携・協働して取り組んでいく必要がある。
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進などを目的として,各施設の訪問および研修
を行なった。

（3）�九州内各県におけるPLWHの療養支援体制の
状況について確認した。

（4）�曝露事故時の予防薬に対する九州内各県の取り
組みの進捗状況を確認した。

（5）�九州ブロック内の拠点病院を訪問し、各々の施
設における課題についての情報共有や必要に応
じて臨床カンファレンスを行った。

3．薬害被害者への対応
（1）�精密検査入院：ブロック内の薬害被害者に対し

九州医療センターで精密検査入院を行い、悪性
腫瘍のスクリーニング、血友病性関節症やC型
肝炎、生活習慣病などの評価を行った。

（2）�リハビリ検診（個別、集団）：関節、運動機能
の評価および生活面での課題について検討し
た。多くの被害者が参加できるように九州内各

県で行っている。
（3）�被害者救済（長期療養）支援チーム：より良い

医療連携、療養環境の整備のための活動（各地
域への訪問や地域カンファレンスの開催等）を
行った。

＜倫理面への配慮＞
本研究においては患者人権とくにプライバシーの

保護は重要であり,特に配慮を行なった。

C．研究結果
1．HIV診療に従事する人員の確保・専門知識の普及

今年度はハイブリッド形式を中心に以下の研修
会・シンポジウムを開催した。

またHIV診断啓発のための資材「一般診療にお
いてHIV感染症を疑うコツ」の改訂を行った。

（1）�第42-44回九州ブロックエイズ拠点病院研修会
（ハイブリッド）

■参加者：138/133/126名 　

図1　新規HIV/AIDS発生動向とエイズ率の変化
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・�HIV感染症の最新情報、高齢化するHIV陽性者が
老後を安心して過ごすために

・�みんなで支えるHIV診療　〜値域連携と合併症管
理〜　/事例検討

・�外国人HIV陽性者が医療に繋がるまで/事例検討　
（2）九州ブロックエイズ診療ネットワーク会議（ハ
イブリッド）
■�出席者：九州ブロック内中核拠点病院医師・看護

師・CO・MSW・薬剤師・行政関係者　70/80/77
名

（3）HIVネットワーク　第49〜51回シンポジウム
（ハイブリッド）
■参加者：55/48/44名
・�九州福岡市の現状、予防啓発活動について　〜行

政、NGO、現場それぞれの立場から〜
・�HIVとSTD 
・�HIVと依存症
（4）HIV/AIDS基礎研修（オンデマンド/オンライ
ン/対面）　
・看護師コース	（参加者 R5/R6/R7： 37/13/13名）
・薬剤師コース	（参加者 R5/R6/R7： 17/14/7名）       
・カウンセラーコース（参加者 R5/R6/R7： 8/6/5名）
・MSWコース	（参加者 R5/R6/R7： 7/14/9名） 
・医師コース	 （参加者 R5/R6/R7： 7/4/7名） 
・�歯科/歯科衛生士コース（参加者 R5/R6/R7： 

8/8/1名）
・栄養士コース	（参加者 R5/R6/R7： 6/3/2名）  
（5）HIV/AIDS応用研修（オンデマンド/オンライ
ン/対面）　
・看護師コース	（参加者 R5/R6/R7： 3/1/4名））  
（6） 九州HIV看護・ソーシャルワーク研修会（ハイ
ブリッド）　
・�「HIV感染症診療の出会いとこれから」「LGBTQ

と医療　〜多様なSOGIEに関して医療従事者が
知っておくべき知識〜」+事例発表 （鹿児島）

・�HIV感染症の最新情報、事例検討　（熊本）
・�HIV感染症の最新情報、事例検討5例 （佐賀）
（7）第20〜22回九州ブロックHIVカウンセラー連
絡会議/R5〜7年度九州ブロックHIVカウンセリン
グ研修会
・事例検討

2．地域医療連携
（1） 地域連携のための研修： 

受け入れ施設の職員を対象とした出前研修をオン
ラインおよび対面で実施。対面で行う施設が増えて

きている。実施施設数はR5年8施設（対面3）、R6
年10施設（対面9）、R7年17施設（対面9）であった。

（2）病院・施設訪問
R5〜7年の3年間で九州医療センターとの地域連

携協力病院9か所、福岡県医師会、看護協会、薬剤
師会、STIクリニック6か所および福岡市精神保健
福祉センターを医師やMSW、心理士、当事者支援
団体等で訪問した。HIV診療の最新情報や県内の
診療状況についての情報提供を行い、今後の連携を
依頼した。患者受け入れに関しての反応は一部を除
いて概ね良好であった。訪問したSTIクリニックの
うち1か所はPrEP（処方および見守り）を行って
いた。また、DOXY PEPも行っており近年、CSW
の利用者が増えているとのことであった。福岡市精
神保健福祉センターでは、依存症患者の受け入れ組
織・施設と連携をとることが出来た。

（3）九州内各県におけるPLWHの療養支援体制の
状況

九州内各8県および政令指定都市3市、計11か所
の行政機関にHIV陽性者の長期療養・在宅療養支
援体制の整備に関する取り組みについてのアンケー
トを行った。11行政機関中5機関で施設向けのHIV
研修を行っていなかった。行っていない理由とし
て、「予算」「要望」「時間」の不足が挙げられていた。
HIV陽性者の高齢化に伴う支援体制の構築に関し
ては全行政機関において課題を認識していた。具体
的には、「通院困難」「受け入れ先の不足」「HIVに
対する関心の低さ」が挙げられていた。また課題に
対し、拠点病院やNPOと連携して対応している機
関は11機関中6機関であった。具体的には、研修、
相談員の派遣、個別事例への対応（拠点病院と施設
の連携仲介）などであった。

（4）曝露事故時の対応
R5年は県主体で県内の病院に予防薬を配置し、

マニュアルを整備している県は沖縄、鹿児島、熊
本の3県だけであったが、各県とも抗HIV薬整備事
業にとりくみ、R7年時は、佐賀県、長崎県以外は
曝露時の対応について、各県のHPに掲載されてい
た。マニュアルは佐賀県以外は策定されていた。い
ずれも3年間で行政の取り組みが進んだ。

（5）拠点病院訪問
R5年 宮崎県、R6年 大分県、R7年 鹿児島県の拠

点病院を訪問し「臨床カンファレンス」を行い、各
施設の診療状況、課題について情報を共有した。拠
点病院の偏在化（鹿児島、宮崎）、拠点病院返上（鹿
児島）、後継者問題（鹿児島、宮崎）、受け入れ困難
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事例の存在（大分）が課題として挙げられた。

3．薬害被害者への対応
（1）精密検査入院パス

九州ブロック内に居住する薬害被害者を対象に、
短期間九州医療センターに入院して全身の精査を行
う精密検査入院パスを行っている。利用者はR5年 
15名、R6年14名、R7年 12名であった。悪性腫瘍
のスクリーニングのみでなく、必要に応じCVDの
評価、整形外科受診、栄養指導、リハビリ等の生活
指導を行った。3年間で41名のうち、大腸ポリープ
14例（うち1例adenocarcinoma）、低悪性度唾液腺
線種1例、血管病変6例（脳動脈瘤2例、脾動脈瘤1
例、腹部大動脈瘤1例、上腸間膜動脈解離1例、冠
動脈石灰化1例）など、治療介入が必要な所見が認
められた。

（2）リハビリ対応
九州医療センターでは薬害被害者5名を対象に外

来にてリハビリを施行している。個別リハビリ検診
は九州医療センターで施行し、参加者は令和5年6
名、令和6年9名、令和7年8名。集団リハビリ検診
は令和5年は11名（熊本大学病院）、令和6年は8名

（琉球大学病院）、令和7年8名（県立宮崎病院）が
参加された。関節や運動機能の評価とともに被害者
の日常生活の確認や助言を行った。また、被害者と
医療者、院内医療者間の連携、医療機関間の連携強
化にもつながった。

（3）被害者救済（長期療養）支援チーム
被害者の自宅を訪問して担当者会議を行った。ま

た、対応困難な被害者に対しては、救済支援チーム
スタッフ、拠点病院スタッフ、地域の医療機関、就
労支援施設、行政等が集まり対応を検討する「地域
臨床カンファレンス」を行った。

D．考察
九州全体としては、新規のHIV/AIDS報告数は

2023年をピークに減少しているがエイズ率は上昇
している。福岡県では感染早期の患者数を含め新規
HIV感染者総数が減少した。一方、AIDS患者数は
減少しておらず、結果いきなりエイズ率の上昇につ
ながった。福岡県以外の地域でもHIV/AIDS総数
の報告は減少しているが、AIDS率は50%前後と高
値のまま持続している（図1）。福岡県では昨年ま
では新規HIV感染者のうち感染早期の患者が一定
数いたが、今年は感染早期の患者数が減少した。一
方、AIDS患者数は減少しておらず、結果いきなり

エイズ率の上昇につながった。単年度での検討のた
め正確な評価はできないが、郵送検査を含めた検査
の普及、PrEP利用者の増加が確実になれば、新規
感染者が真の意味で減少していくことが期待でき
る。九州ブロック内の各県でも民間クリニックへの
検査委託、保健所での郵送検査導入が試みられてい
る（福岡、佐賀、大分、熊本、沖縄）。今後の検査
数の増加に期待したい。PrEPに関しては、九州内
で対面にて処方する施設がまだ少ない（福岡3、沖
縄6）。PrEPに関する情報発信を行い、協力可能な
医療機関を増やしていく必要がある。

HIV診療に従事する人員の確保・専門知識の普及
のため、毎年九州医療センターにてHIV/AIDS基
礎研修を行っている。コロナ禍以降、オンデマンド
配信による研修に変更していたが、受講者のモチ
ベーション向上のために次年度より研修方法をリ
ニューアルする予定である。また、多職種参加の研
修にて事例検討を行っているが、身体面の課題より
も精神面、社会面での課題を抱えた事例検討が多
い。特に差別・偏見に起因する問題は社会全体の課
題であり、短期間では解決の糸口が見つからない場
合が多い。

地域医療連携に関しては、多職種による医療・介
護施設への研修や訪問を行った。HIVに対する知
識は習得出来てもHIVに対する偏見と不安が受け
入れに対する障壁となっていた。実地研修や実体
験、経験者からの意見が不安や偏見を軽減するのに
貢献すると考えられる。また、長期療養体制の構築
には行政との連携が重要である。拠点病院と連携が
取れている県・政令指定都市の行政機関は約半数で
あった。行政と病院が連携をとり地域で生活する
PLWHのニーズにあわせて取り組んでいく必要が
ある。曝露事故対応に関しては2023〜2025年の間
に各県において行政が主体となりマニュアル作成・
ホームページへの掲載が進んだ。

薬害被害者への対応に関しては、九州ブロック内
の被害者を対象に「精密検査入院」「リハビリ検診会」
を行なった。ともに3年間で40人前後の薬害被害者
の方が参加された。「精密検査入院」では、「悪性腫
瘍」「前がん病変」「CVD」の評価、「リハビリ検診」
では「関節評価」や「リハビリ指導」が主目的であ
るが、被害者と医療者のつながりのなかで、日常生
活上の課題の顕在化、医療機関内の連携、医療機関
同士の連携の強化につながり、今後の薬害被害者支
援の円滑化に役立ったと思われる。なお、薬害被
害者に関しては、HIVのみではなく、血友病に関
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しても受け入れ施設拡充の施策が必要と考え、HIV
研修に加え血友病に関する研修も開始している。

拠点病院と地域の医療施設、行政が協働し、薬害
被害者を含むPLWHが安心して療養できる地域包
括ケアシステムの早期実現が望まれる。

E．結論
HIV陽性者の高齢化に伴う長期療養HIV陽性者

の増加は、次世代を担うHIV診療従事者のみなら
ず、地域社会全体の問題として、行政・保健所と拠
点病院や関係機関が連携・協働して取り組んでいく
必要がある。特に多くの合併症を抱えた薬害被害者
に対しては個別に評価し個々に応じて対応していく
必要がある。

PLWHおよび社会双方のニーズに合った研修を
行い、知識のバリアだけでなく心理的なバリアを取
り除いていくことが重要である。
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